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地域振興推進費事業計画・自己評価書　

現 状 と
課 題

  諏訪地域では平成28年度現在､ニホンジカ約900頭(総捕獲数の25%)が管内5箇所の獣肉処理
施設で解体加工され､埋却処分の削減による環境負荷の低減に寄与しているが､旅館等宿泊
施設､飲食店の取扱量が少なく､観光客や住民が手軽にジビエ料理を楽しめる状況にはなって
いない｡

平成29年10月 平成30年3月

節区分 主な内容

実 施 機 関
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平成30年3月27日
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研修会講師

担
当
課

林務課

0266－57－2919

suwachi-rimmu@pref.nagano.lg.jp

諏訪地域振興局(林務課)

研修の内容を絞り理解できるようにするとともに､研修後ジビエ料理に取り組みやすくする｡

計

当初計画額
変更（最終）

計画額
実績額

評 価事 業 の 成 果

今後の方向性

6,000

切手代 10,000 27,000

55,700

210,000

シカ肉等材料 75,000

20,000

  研修会参加者に対し､ジビエ料理への取組の事後調査を行う｡目標は､客へのジビエ料理の提
供を参加者のうちの1/4とし､試作等取組んでいる者(客へのジビエ料理を提供した者を含む)を
半数とする｡

70,000 59,000

632

研修会講師
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研修会会場等

差引

ｂ ｃ ｂ－ｃ

事
業
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績
･
成
果

事 業 実 績

ニホンジカからの放射性物質検出の影響で開催
時期が遅くなったが､研修会には32人が参加した｡
開催時期が遅くなり事後調査中であるが､客への
ジビエ料理の提供は0%､検討中は40%(3月27日現
在 アンケート回収率25%)

まだ事後調査中だが､ジビエ料理初心
者については提供への取組状況は芳し
くない｡一方で､左記集計に含めていな
い研修前からのジビエ料理提供者は研
修で実演した調理法をすぐに実践して
いる｡
また､個人的にジビエ料理をつくる意向
のある者が半数程度おり､一定の啓発
効果は認められる｡

提 出 区 分
課題区分

事 業 名 ジビエ受入体制整備

108,000
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事業期間

目 的
（目指す姿）

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

  横断的課題である｢八ケ岳･霧ケ峰の魅力を活かした広域観光｣の｢信州DCと連携した情報発
信､受入環境の整備｣の一環として､鹿食免の伝統のある諏訪地域においてジビエ取扱店及び
取扱量を増やし観光客等の受入体制を整備する｡

  旅館等宿泊施設､飲食店等で調理に係る業務を行っている調理士等を対象にジビエ料理研
修会を開催し､パンフレットを配布する｡
  (パンフレット配布の追加)

成果目標

 期待以上 

 期待どおり 

 やや下回る 

 期待以下 
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